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現
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の
概
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質
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四

821

　
今
余
が
假
み
に
箇
人
心
理
説
と
稔
す
る
竜
の
の
主
冒
は
、
へ
罫
ル
マ
ン
、
パ
ウ
ル
が
其
好
薯
「
言
語

野
の
原
註
の
序
論
に
於
て
、
ラ
ツ
ァ
ル
ス
、
シ
ュ
タ
イ
ン
タ
｝
ル
の
民
族
心
理
學
を
論
評
す
る
申
に
明
ら

か
に
説
蓮
さ
れ
て
居
る
。
　
顕
。
慧
髪
謬
津
三
“
津
ご
◎
な
戸
毎
瓢
霧
。
自
℃
影
9
σ
腰
霧
。
ぼ
◎
律
ρ
ぢ
植
傷
誌
．
同
。
。
Q
。
O
．
更
に
箇

入
主
義
的
に
鮭
會
現
象
の
鮮
明
を
企
だ
つ
る
．
総
て
の
學
説
に
於
て
、
吾
人
は
共
主
旨
を
磯
見
す
る

こ
と
が
禺
震
る
の
で
あ
る
。
併
し
鼓
に
は
只
實
在
野
集
吉
野
聯
読
を
論
破
し
て
、
之
れ
に
代
っ
て

集
團
心
理
現
象
の
根
本
的
設
明
を
試
み
ん
と
す
る
箇
人
心
理
読
の
最
近
の
企
だ
て
に
就
て
少
し

く
説
蓮
す
る
に
止
め
て
置
く
。

　
余
の
假
ウ
に
箇
人
心
理
説
と
繕
す
る
竜
の
㌦
大
層
上
の
主
旨
は
、
さ
き
に
蓮
べ
し
如
く
、
心
理
的

フ
オ
ル
ゲ
じ
ソ
タ

進
動
と
し
て
は
只
事
人
心
理
的
の
竜
の
あ
る
の
み
に
し
て
而
し
て
其
申
に
は
就
會
的
に
、
即
ち
入

　
　
　
　
鷹
粥
魍
心
理
現
象
の
概
念
及
び
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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五
八

間
的
境
遇
よ
ウ
來
る
刺
戟
に
よ
ゆ
て
制
約
さ
れ
る
竜
の
が
あ
る
が
、
併
し
彼
等
竜
根
本
的
に
は
毫

竜
他
の
心
理
的
進
塁
と
は
異
な
ら
な
い
と
云
ぷ
こ
と
で
あ
る
。
從
來
又
今
日
竜
野
ほ
就
會
學
者

間
に
一
般
に
行
は
れ
て
居
る
實
在
的
集
醐
精
留
読
に
平
し
て
、
近
來
此
の
絶
入
心
理
論
は
段
々
勢

力
を
振
ふ
傾
向
が
見
ゆ
る
の
で
あ
る
が
、
吾
人
は
其
根
源
は
一
般
的
心
理
學
及
び
認
識
論
に
於
け

酔
る
新
傾
向
の
尊
覧
に
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
先
づ
簡
輩
に
共
等
の
新
傾
向
の
大
要

を
述
べ
て
置
か
う
と
思
ふ
が
、
夫
れ
實
験
心
理
學
の
勃
興
せ
る
始
め
に
於
て
は
。
世
人
は
其
研
究
よ

う
し
て
得
ら
る
Y
敷
果
に
封
し
て
期
待
す
る
麗
甚
大
で
あ
っ
尤
。
　
然
る
に
其
後
其
研
究
の
登
達

す
る
に
つ
れ
て
始
め
に
豫
期
せ
し
ほ
ど
の
結
果
の
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
か
に
な
る
や
、
近
來
他

の
方
針
を
以
て
少
く
も
之
を
補
充
す
る
必
要
が
感
じ
ら
れ
て
來
龍
而
し
て
既
傾
向
は
殊
嶋
櫨

チ
む
ソ
ス
ゾ
シ
コ
ロ
ギ
じ

能
心
理
學
と
構
せ
ら
る
㌧
竜
の
に
於
て
、
郎
ち
生
來
的
に
し
て
更
に
還
元
す
る
乙
と
の
謁
家
な
い

意
識
機
能
を
認
む
る
こ
と
に
よ
う
て
複
合
的
な
る
心
理
的
進
動
の
経
験
主
義
的
説
明
の
失
敗
を

補
は
ん
と
す
る
企
だ
て
に
於
て
、
叉
心
理
學
を
大
に
形
成
的
麗
質
學
と
な
さ
ん
と
す
る
傾
向
、
即
ち

其
研
究
を
心
理
的
進
動
の
進
行
形
態
の
み
に
制
限
し
て
内
容
に
醐
す
る
硝
切
の
考
察
を
…
排
除
せ

ん
と
す
る
傾
向
、
つ
な
套
只
膿
験
其
事
の
み
が
心
理
的
に
し
て
膿
験
さ
れ
た
る
物
は
心
理
的
で
な

い
と
見
る
傾
向
に
於
て
現
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
達
し
て
此
見
解
か
ら
考
へ
る
と
只
禮
駿
の
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瞬
問
に
於
け
る
箇
人
意
識
の
直
接
膿
験
の
み
が
心
理
的
性
質
を
有
す
る
乙
と
に
な
る
。
此
く
て

祇
會
的
生
産
物
に
あ
ウ
て
は
．
地
胆
紳
的
性
質
は
疑
は
れ
な
い
と
し
て
竜
、
翻
れ
を
心
理
鹸
の
竜
の

と
認
む
る
こ
と
が
出
馬
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
彼
等
は
あ
る
が
ま
㌧
で
は
意
識
進
動
で
は
な
く

・
機
能
の
性
質
を
有
す
る
竜
の
で
は
な
く
し
て
、
全
く
内
容
の
性
質
を
有
す
る
竜
の
と
考
へ
ね
ば
な

ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
認
識
論
に
於
け
る
最
新
の
一
傾
向
竜
亦
此
の
見
解
の
畿
蓬
を

助
長
す
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
居
る
と
思
ふ
。
新
認
識
論
は
其
の
野
象
読
O
Φ
G
Q
Φ
蕊
9
鼠
ω
夢
8
厳
と
稔

せ
ら
る
㌧
最
新
の
方
向
に
於
て
、
思
考
の
謝
象
を
其
本
質
に
鞭
て
十
分
に
決
定
せ
ん
と
企
π
で
＼

居
る
が
、
今
其
主
意
に
随
ふ
て
趾
會
心
理
學
の
主
要
封
象
た
る
集
闘
心
理
現
象
の
本
質
を
充
分
に

考
察
す
る
と
、
彼
等
は
純
思
想
内
容
で
あ
る
か
ら
心
理
的
構
成
物
で
は
な
く
し
て
、
亙
れ
と
は
垂
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヂ
ア
レ
ヘ
ゲ
ロ
ゲ
ソ
ス
テ
じ
ソ
の
プ

種
類
の
異
な
れ
る
蚕
豆
で
あ
っ
て
、
観
念
的
耕
園
と
で
竜
辮
す
轟
き
も
の
で
あ
る
と
見
る
見
解
が

螢
達
し
て
來
尤
の
で
あ
る
。
（
心
理
學
及
び
認
識
論
に
於
け
る
新
傾
向
と
箇
人
心
理
説
と
の
開
係

に
就
て
は
尊
Q
σ
q
鐸
蛙
辞
書
①
蜀
○
募
。
剛
三
簿
Φ
ロ
暴
く
墜
｛
o
壱
曙
。
｝
三
〇
σ
q
凶
Φ
く
g
ピ
冒
鍵
丞
び
繭
訟
拭
く
録
鼻
摘
O
お
“
○
ぞ
”
＜
8
参

考
）
。　
最
近
の
箇
人
心
理
説
の
根
源
は
以
上
述
べ
し
如
く
心
理
學
及
び
認
識
論
に
於
け
る
薪
傾
向
に

あ
麿
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
余
は
鼓
に
認
識
論
的
方
面
よ
ウ
し
て
出
登
せ
る
箇
人
心
理
説
の

　
　
　
　
・
集
囲
心
理
現
象
の
概
念
及
「
び
本
貿
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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菅
　
　
m
寧
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
七
　
醗
　
　
桑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
ハ
○

代
羨
読
と
し
て
ジ
ム
メ
ル
の
説
、
叉
心
理
學
的
方
面
よ
り
串
登
せ
る
竜
の
、
代
表
説
と
し
て
プ
レ

聖
ン
ナ
妻
の
詮
の
大
要
を
簡
輩
に
説
述
し
て
置
か
5
と
患
ふ
。

．
ジ
ム
メ
〃
の
此
問
題
に
關
す
る
夢
想
は
氏
の
肚
會
早
上
の
幾
多
の
箸
作
論
適
中
に
散
見
し
て

居
る
が
、
殊
に
氏
．
が
b
器
拓
く
ま
吋
こ
Q
O
賦
蟄
金
嵩
O
塁
O
ぎ
審
毒
幽
こ
◎
O
N
Σ
螂
9
鐵
ぎ
鵠
6
。
8
弓
国
》
昌
P
ド
¢
O
Q
O
に
於
て
公
に

さ
れ
π
る
一
短
論
理
φ
①
ご
霧
砲
器
ぞ
霧
o
p
島
霞
む
Q
o
獣
欝
7
陽
闇
畠
。
ご
σ
Q
δ
に
於
て
氏
は
之
を
皇
軍
に
総
括
的
に

論
蓮
さ
れ
て
居
る
。
　
そ
れ
で
鼓
に
は
右
の
論
文
に
よ
う
て
氏
の
所
見
の
大
要
を
述
ぶ
る
事
と
す

る
が
、
尊
墨
の
考
ふ
る
灘
に
よ
れ
ば
、
箇
人
心
理
的
進
動
に
野
立
或
は
並
立
す
る
魔
會
心
理
的
…
進
動

と
稻
す
煙
き
特
種
の
心
理
的
進
軍
が
存
在
し
、
随
う
て
叉
箇
入
心
理
的
進
動
の
蓮
戴
者
と
し
て
箇

人
心
の
存
在
す
る
に
封
し
て
癒
會
心
理
的
・
進
動
の
蓬
戴
者
と
し
て
肚
會
心
と
か
就
會
意
識
と
か

民
族
精
解
と
か
覚
せ
ら
る
㌧
竜
の
㌦
存
在
す
る
を
推
噺
し
、
而
し
て
奔
れ
よ
ウ
就
會
心
理
學
な
る

竜
の
が
箇
入
心
理
學
と
共
本
質
及
び
蓮
戴
者
を
異
に
す
る
罪
科
早
強
は
之
れ
と
封
立
し
並
立
す

る
一
科
學
と
し
て
存
立
す
驚
き
も
の
と
考
ふ
る
は
、
根
泰
的
に
謬
見
に
し
て
、
心
理
的
進
動
と
し
て

は
只
箇
人
心
理
的
の
竜
の
あ
る
の
み
に
し
て
、
所
謂
肚
會
心
理
的
進
動
な
る
も
の
は
其
の
特
殊
な

る
一
種
に
外
な
ら
ぬ
、
随
ふ
て
魔
會
心
理
學
な
る
竜
の
は
箇
人
心
理
學
に
醤
愚
意
は
並
立
す
る
一

曲
學
に
非
ら
ず
し
て
其
の
一
部
門
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
日
多
く
の
學
者
が
魁
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會
心
と
か
肚
會
意
識
と
か
民
族
精
神
と
か
露
せ
ら
る
㌧
箇
傾
心
以
上
の
心
理
的
實
在
物
を
認
め
、

箇
人
心
理
的
進
動
以
外
に
肚
會
心
理
的
進
動
な
る
も
の
の
存
在
す
る
を
説
く
の
は
、
是
れ
肚
會
現

象
、
愈
愈
心
理
現
象
の
本
質
を
誤
解
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
如
き
誤
解
を
起
さ
し

む
る
に
至
れ
る
動
機
或
は
原
因
と
し
て
特
に
注
意
す
亡
き
竜
の
ぽ
三
種
あ
る
。

　
の
今
就
菅
薦
に
存
在
し
、
直
接
に
は
箇
人
に
依
属
し
な
い
が
而
も
其
の
心
理
的
性
質
の
疑
ふ
可

か
ら
ざ
る
生
産
．
物
、
即
ち
諸
般
の
集
團
心
理
現
象
、
文
化
現
象
が
存
在
す
る
、
無
し
て
若
し
此
等
の
現

象
が
天
か
ら
落
下
せ
る
竜
の
で
な
い
以
上
は
、
吾
人
は
其
の
創
造
者
及
び
浬
若
者
と
し
て
箇
人
の

彼
岸
に
あ
る
心
理
的
圭
膿
と
し
て
赴
會
な
る
竜
の
＼
存
存
す
る
を
認
あ
ざ
る
を
得
な
い
と
云
ふ

思
想
か
ら
し
て
、
多
く
の
學
者
は
民
族
精
聯
、
応
需
意
識
．
時
代
精
黒
雲
を
｝
の
實
在
的
創
遣
的
な
る

勢
力
と
し
て
槻
念
ず
る
謬
見
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
箇
人
的
な
る
心
意
以
外
に
心
理
的
進

動
を
認
あ
ん
と
す
る
此
の
聯
秘
主
義
は
、
吾
人
が
法
律
及
び
習
慣
、
言
語
及
び
丈
化
、
宗
敏
及
び
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヂ
ア
レ

形
態
等
が
依
て
以
て
生
起
し
、
且
つ
現
實
的
で
あ
る
慮
の
具
禮
的
精
憩
的
野
動
を
其
の
観
念
的
な

る
、
夫
れ
窩
身
に
於
て
考
へ
ら
れ
π
る
内
容
よ
り
匿
劉
す
る
こ
之
に
よ
ム
て
一
掃
さ
れ
δ
の
で
あ

る
。
　
吾
人
は
宇
典
や
文
典
に
現
在
す
る
言
葉
や
文
法
や
、
法
典
に
於
て
嚴
存
す
る
法
的
規
範
や
、
又

宗
敏
の
定
敏
的
内
容
な
ど
に
就
て
彼
等
は
椴
令
超
歴
吏
的
意
昧
や
自
然
法
期
及
び
論
理
學
の
規

　
　
　
　
難
漏
M
醐
心
　
理
　
現
象
　
の
　
概
冷
聯
乃
偽
ぴ
本
貿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
｛
ハ
扁
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暫
　
　
癬
解
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
七
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
ニ

範
の
意
味
に
於
て
で
は
言
い
と
し
て
も
や
は
ウ
餐
當
で
あ
っ
て
、
箇
人
に
よ
ウ
て
實
際
に
適
用
さ

れ
る
箇
々
の
富
合
よ
う
猫
立
に
内
部
的
威
嚴
を
有
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
禺
來
る
。
併
し
彼
等
の

内
容
の
此
の
妥
無
性
及
び
威
巌
は
経
験
的
蓮
戴
者
を
必
要
と
す
る
心
理
的
存
在
で
は
な
い
。
鼓

に
吾
入
は
眞
に
ロ
バ
歴
更
的
に
の
み
實
現
さ
れ
る
竜
の
で
あ
る
が
、
蒲
竜
共
の
超
箇
量
的
創
造
者
及

び
運
搬
者
を
要
求
す
る
が
如
く
に
見
ゆ
る
其
の
内
容
の
与
論
的
杢
膿
に
於
て
は
、
歴
史
的
で
は
な

　
　
イ
デ
ア
レ

く
ロ
バ
下
煮
的
に
存
立
す
る
慮
の
特
別
な
る
範
疇
を
登
駕
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
只
其
の
箇
入

心
が
造
ム
叉
蓮
戴
す
る
一
片
、
叉
は
其
の
内
容
が
点
て
以
て
表
現
さ
れ
る
概
念
の
み
が
心
理
的
實

在
性
を
有
す
る
π
け
で
あ
る
。
箇
々
の
言
葉
及
び
言
語
形
式
の
経
験
的
起
源
丼
に
箇
々
の
揚
合

に
於
け
る
共
實
際
的
適
用
や
、
商
入
、
犯
罪
春
、
裁
興
官
等
に
於
け
る
心
理
的
要
素
と
し
て
の
法
律
の

擬
果
や
、
或
文
御
内
容
が
一
箇
入
よ
う
他
の
高
階
に
傳
へ
ら
れ
、
叉
各
説
人
に
於
て
更
に
畿
達
す
る

程
度
及
び
方
法
等
は
総
て
全
く
箇
人
心
理
學
に
賛
す
る
問
題
で
あ
る
。
言
語
、
法
律
、
其
他
の
一
般

的
二
化
生
産
物
は
其
の
箇
人
、
的
實
現
過
程
よ
ウ
切
ウ
離
し
て
見
れ
ば
、
癒
會
精
憩
と
云
ふ
が
如
き

主
思
の
生
産
物
で
は
ぼ
い
。
彼
等
は
本
來
客
観
的
精
境
野
内
容
に
し
て
心
理
的
の
竜
の
で
な
い

こ
と
は
、
宛
竜
か
の
劣
断
の
論
理
的
意
義
は
只
心
理
的
活
動
内
に
於
て
、
又
只
之
れ
に
ょ
う
て
の
み

意
識
實
在
性
を
得
る
竜
の
な
る
に
係
ら
ず
夫
れ
自
身
に
於
て
は
全
く
心
理
的
の
竜
の
で
な
い
と
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セ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ソ

云
ふ
が
如
き
竜
の
で
あ
る
。
實
際
に
慌
て
彼
等
の
起
源
は
箇
人
心
理
的
の
竜
の
で
あ
る
、
併
し
統

ハ
イ
ト
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ン
ハ
イ
ト

一
的
の
竜
の
で
な
い
。
之
れ
に
反
し
て
彼
等
が
統
一
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
以
上
は
一
般
に
何
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ア
き
ヘ
フ
　
ヘ
イ
ソ
ハ
ル
ト

の
起
源
を
も
有
す
る
竜
の
で
な
く
、
一
の
観
念
的
内
容
で
あ
る
。
是
れ
冨
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
が
其

’
内
容
か
ら
見
れ
ば
杢
く
起
源
を
有
し
な
い
竜
の
で
あ
る
と
煎
じ
理
で
あ
る
。

　
働
群
集
的
行
動
に
於
て
其
行
動
の
結
果
の
統
一
的
な
る
よ
う
推
し
て
其
の
原
因
の
統
一
的
な

る
を
臆
噺
せ
ん
と
す
る
は
殊
に
集
團
心
理
學
を
箇
人
心
理
學
よ
ウ
言
言
さ
れ
π
る
一
芸
學
と
し

て
建
設
せ
ん
と
す
る
人
々
に
湿
て
見
る
．
慮
の
傾
向
で
あ
る
が
、
吾
人
は
是
れ
は
多
数
の
主
観
的
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

理
窯
業
動
の
外
部
的
表
面
的
に
統
一
的
な
る
結
果
を
繍
の
統
一
的
な
る
心
理
的
進
動
即
ち
集
團

心
に
於
け
る
一
の
進
動
の
結
果
と
し
で
解
議
せ
ん
と
す
る
謬
見
に
基
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
思

ふ
。
實
際
に
付
て
詳
し
く
研
究
し
て
見
る
と
集
團
的
，
行
動
の
統
一
性
は
只
其
の
目
に
見
ゆ
る
結

果
に
於
て
存
在
す
る
の
み
に
し
て
、
内
部
的
原
因
主
僧
男
芸
戴
者
．
の
方
面
に
於
て
は
か
＼
る
統
一

性
の
存
在
せ
ぎ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
三
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
働
群
集
内
に
あ
る
箇
人
の
威
情
、
行
動
、
表
象
等
が
軍
需
孤
立
の
箇
入
に
於
て
現
は
る
＼
心
理
蘭

進
動
と
は
異
な
れ
る
性
質
を
有
す
る
と
云
ふ
こ
と
か
ら
し
て
、
肚
會
心
理
學
を
以
て
箇
人
心
理
學

に
野
立
す
る
一
着
學
と
し
て
必
要
敏
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
と
見
ん
と
す
る
動
機
が
超
っ
て
居
る
。

　
　
　
　
集
團
心
理
現
象
の
隔
概
念
及
び
本
・
質
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
哲
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
「
七
　
鱒
劃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

謝
併
し
詳
し
く
研
究
し
て
見
る
と
、
群
集
内
に
あ
る
箇
人
の
心
理
的
進
動
の
特
色
は
、
か
＼
る
融
合
に

　
於
て
は
各
箇
人
は
他
入
に
よ
う
て
園
続
さ
れ
て
居
る
と
云
・
ふ
こ
と
の
影
響
よ
ウ
生
ず
る
竜
の
に

　
し
て
、
之
を
説
明
す
る
爲
あ
に
刎
に
新
し
き
撃
墜
人
的
な
る
心
理
的
統
一
を
認
め
ね
ば
な
ら
諏
．
必

　
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
揚
合
に
見
る
慮
の
差
異
は
つ
嚢
ウ
他
人
に
よ
ウ
て
影
響
さ
れ
て
居

　
る
箇
人
の
行
動
が
他
人
に
よ
わ
て
影
響
さ
れ
て
居
ら
な
い
箇
人
の
翁
動
に
甥
し
て
現
は
す
庭
の

　
差
異
で
あ
る
。
其
の
差
異
は
博
く
箇
人
心
に
於
て
起
る
慮
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
就
會
心
理

　
學
的
問
題
と
し
て
競
に
吾
人
が
正
當
に
取
扱
ひ
得
る
も
の
は
、
つ
ま
ら
墨
入
の
精
髄
的
過
程
は
証

　
會
的
境
遇
よ
卦
漁
る
一
定
の
影
響
の
下
に
於
て
は
如
何
な
る
養
動
を
牽
く
る
か
と
云
ふ
こ
と
で

　
あ
る
。
而
し
て
是
は
全
く
一
般
心
理
學
的
問
題
の
一
部
分
、
帥
ら
箇
入
心
理
貧
的
一
問
題
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
軍
曹
心
理
麗
な
る
も
の
は
正
當
に
観
念
す
れ
ば
一
般
的
心
理
學
或
は
箇
人
心
理
學
の

　
一
部
門
と
し
て
、
心
理
的
響
動
を
身
膿
に
結
び
付
け
て
研
究
す
る
生
理
醜
心
理
學
と
並
立
相
關
し
、

・
之
を
他
人
の
F
心
理
的
響
動
に
結
び
付
け
て
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
ジ
ム
メ
ル
は
夫
よ
う
氏
の
統
計
的
類
型
及
び
民
族
射
的
類
型
と
了
す
る
諸
現
象
と
眞
實
な
る

　
励
會
心
理
的
現
象
と
が
一
般
に
混
同
さ
れ
て
居
る
之
と
を
説
き
、
叉
其
混
同
は
つ
ま
う
其
等
の
現

　
象
が
結
局
肚
會
心
理
的
根
祇
　
即
ち
多
数
の
箇
人
が
一
り
類
型
、
一
の
李
均
、
何
等
か
の
統
一
酌
形
象
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を
表
現
す
る
基
礎
だ
る
彼
等
の
桶
様
性
或
は
強
似
は
、
彼
等
の
相
互
的
影
響
な
く
し
て
は
生
起
す

る
こ
と
が
出
忍
な
い
と
見
る
見
解
よ
う
起
れ
る
貞
。
の
な
る
を
論
ん
じ
て
居
る
。
要
す
る
に
ジ
ム

メ
ル
の
主
旨
と
す
る
慮
は
野
蒜
心
理
現
象
或
ぱ
融
會
現
象
の
特
徴
は
箇
人
心
の
相
互
作
用
、
帥
ち

一
の
箇
人
心
が
他
の
箇
人
心
に
よ
ウ
て
影
響
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
．
と
に
し
て
、
而
し
て
此
の
作
用
は

箇
入
心
内
に
於
て
行
は
れ
、
箇
人
心
以
外
に
於
て
行
は
れ
る
竜
の
で
な
い
、
随
ふ
て
魁
會
心
理
學
の

醤
象
庵
や
は
ウ
箇
人
心
或
は
心
理
的
箇
人
に
し
て
、
懸
れ
以
上
或
は
以
外
に
濁
立
に
葎
在
す
る
と

見
ら
れ
る
概
會
心
と
か
民
族
精
農
と
か
稻
せ
ら
る
㌧
様
な
竜
の
で
な
い
、
職
會
心
理
學
は
箇
人
心

理
學
と
並
立
叉
は
野
立
す
る
科
學
で
は
な
く
し
て
其
の
一
部
門
で
あ
る
、
即
ち
箇
人
心
を
其
の
身

膿
と
の
野
里
に
於
て
研
究
す
る
生
理
的
心
理
學
の
部
門
と
並
立
棚
際
し
て
、
一
の
箇
人
心
を
他
の

箇
人
心
と
の
關
係
に
於
て
、
即
ち
心
を
心
と
の
相
互
關
係
に
激
て
、
郎
ち
一
の
箇
人
心
を
他
の
箇
人

心
に
よ
ゑ
て
影
響
さ
れ
る
關
係
に
於
て
研
究
す
る
竜
の
で
あ
る
、
と
云
ふ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
三
主
と
し
て
新
認
識
論
の
見
地
よ
ウ
見
て
、
箇
入
心
理
學
に
封
ず
る
關
係
に
覧
て
瀧
會
心
理
學

の
本
質
を
決
定
せ
ん
と
せ
る
ジ
ム
メ
ル
は
、
以
上
蓮
べ
し
如
ぐ
に
、
冥
土
心
理
現
象
の
本
質
に
關
し

て
實
在
工
廠
團
精
紳
説
を
排
し
て
箇
男
心
理
論
を
唱
ふ
る
に
至
つ
π
の
で
あ
る
か
、
プ
ン
「
ン
ナ

『
は
心
理
學
の
偽
葉
の
見
地
よ
ム
見
て
、
殊
に
ヴ
ン
ト
の
説
を
論
破
し
て
、
さ
ら
に
箇
人
心
理
説
を

　
　
　
　
集
舳
闘
　
心
　
理
　
現
　
錬
　
の
　
嶽
念
及
　
一
ひ
　
黍
贋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ハ
五

娼
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學
　
　
研
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六
六

一
暦
徹
底
的
に
展
開
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
余
は
叢
に
プ
レ
亙
ン
ナ
韮
の
説
の
大
要
を

蓮
べ
て
集
園
心
理
現
象
の
本
質
に
旧
す
る
最
新
読
の
要
鮎
を
一
暦
明
ら
か
に
し
て
置
か
う
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
。
津
曾
器
同
＆
謹
言
Φ
。
高
島
嵩
置
・
囲
鐸
簿
ら
昌
。
芸
魯
①
溢
血
湊
g
晋
壽
α
Q
登
N
Φ
器
。
｝
一
捻
こ
巨
峯
ま
融
・
）
喜
剛
Φ
言
負

寓
三
〇
ω
（
）
嘗
器
畠
Φ
閑
瓢
け
貯
婚
¢
影
伽
置
ど
ら
津
．

　
先
づ
ブ
レ
ン
ナ
喜
は
ヴ
ン
ト
の
訟
に
付
て
如
何
に
實
在
的
集
出
精
紳
説
を
排
斥
し
て
居
る
か

と
云
ふ
に
、
氏
は
第
一
に
集
團
心
理
現
象
は
箇
人
の
多
数
者
に
於
け
る
意
識
進
動
の
結
合
を
基
礎

と
す
る
竜
の
と
見
る
説
を
左
の
如
く
に
論
評
し
て
居
る
。

　
今
吾
入
が
ヴ
ン
ト
の
意
識
概
念
に
從
か
び
、
意
識
と
は
つ
ま
み
心
理
的
現
象
の
結
合
で
あ
る
と

解
す
る
に
於
て
は
、
此
の
結
合
の
概
念
は
果
し
て
同
じ
意
味
に
於
て
箇
人
の
多
数
者
に
適
用
し
得

ら
る
＼
竜
の
な
る
や
否
や
と
云
ふ
問
題
を
起
さ
搾
る
を
得
な
い
。
箇
人
面
意
識
進
動
の
結
合
は

例
へ
は
連
合
の
毒
筆
の
如
き
嚇
定
の
心
理
的
法
期
に
於
て
表
は
れ
て
居
・
る
。
併
し
A
な
る
簡
一
入

に
於
け
る
一
の
意
識
進
動
が
8
な
る
箇
人
に
於
け
る
一
の
意
識
進
動
を
工
合
的
に
呼
び
起
「
す
と

云
ふ
こ
と
は
如
何
に
考
ふ
可
き
か
。
其
他
荷
れ
の
心
理
的
規
律
性
に
隔
て
竜
夫
れ
が
箇
人
の
多

数
者
に
適
用
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
如
何
に
解
す
混
き
か
。
ヴ
ン
ト
は
共
の
詳
し
き
意
昧
に
付

て
は
何
等
吾
人
に
敏
ゆ
る
慮
は
な
い
。
ヴ
ン
拳
は
只
箇
人
の
心
理
的
進
動
に
適
用
さ
れ
得
る
一
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の
暗
般
的
概
念
が
共
の
内
容
及
び
範
園
に
於
て
多
少
の
獲
化
を
加
ふ
る
こ
と
に
よ
ウ
て
多
歎
箇

人
の
心
理
的
関
南
の
上
に
適
用
さ
れ
得
る
こ
と
を
云
ふ
に
．
止
ま
る
の
で
あ
る
。
箇
人
の
多
撒
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ヲ
イ
ヒ
ハ
イ
テ
ソ
　
ぬ
じ
ン
リ
ヒ
カ
イ
テ
ソ

の
心
理
的
章
動
は
確
か
に
一
定
の
同
様
と
類
似
を
表
は
す
。
併
し
此
事
實
は
吾
入
を
し
て

ロ
バ
同
様
と
類
似
を
云
ぶ
よ
う
以
上
に
進
む
を
許
さ
な
い
。
更
に
箇
人
の
多
数
者
の
心
理
的
進
動

は
一
の
箇
入
が
弛
の
骨
無
の
上
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
こ
と
、
叉
帆
の
箇
入
が
言
葉
及
び
行
動
に

よ
ウ
て
他
人
の
心
理
的
進
動
を
墾
化
し
得
る
乙
と
を
示
す
。
而
し
て
遊
に
平
入
は
一
種
の
結
合

の
存
在
す
る
を
認
む
る
こ
と
が
繊
來
る
。
　
併
し
此
結
合
は
客
観
的
刺
戟
と
鳳
畳
、
随
ふ
て
其
の
威

畳
の
腿
登
す
る
知
畳
と
の
問
に
威
聾
す
る
結
合
に
外
な
ら
ぬ
。
吾
入
は
箇
人
心
内
の
結
合
と
同

じ
種
類
の
箇
人
の
問
に
於
け
る
意
識
運
動
の
結
合
な
る
竜
の
淀
付
て
経
験
上
全
く
其
存
在
を
認

む
る
こ
と
は
出
　
來
な
い
の
で
あ
る
。

　
プ
ン
す
ン
ナ
3
は
第
二
に
多
数
者
の
心
理
的
結
合
は
結
合
す
る
心
理
的
進
動
の
輩
純
な
る
総

計
以
上
の
或
物
及
び
痴
れ
と
は
異
な
れ
る
或
物
で
あ
る
と
云
ふ
ヴ
ン
㍗
の
説
に
付
て
左
の
如
く

論
評
し
て
居
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
吾
人
若
し
ザ
ン
｝
の
解
す
る
が
如
き
意
味
に
て
、
箇
入
心
問
に
結
合
の
成
立
す
る
こ
と
を
認
め

得
な
い
以
上
は
ヴ
ン
き
の
右
の
思
想
は
保
持
き
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
◎
今
ヴ
ン
ト

　
　
　
　
集
懸
心
理
窺
象
の
概
念
及
び
本
質
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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は
右
の
思
想
を
軍
に
結
合
其
物
の
み
な
ら
す
叉
勢
ハ
の
箆
掛
上
の
成
果
、
即
ち
言
語
、
紳
話
及
び
風
俗

習
慣
等
に
竜
適
用
し
て
居
る
。
然
る
に
墨
入
若
し
ヴ
ン
ト
の
意
味
に
於
て
多
聾
者
の
結
合
が
此

等
の
生
産
物
を
産
出
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
き
は
、
多
数
者
の
生
産
物
は
果
し
て
箇
人
の
生
産

物
の
総
計
以
上
の
彫
物
、
叉
之
れ
と
異
な
れ
る
或
物
で
あ
る
や
否
や
が
先
づ
問
題
と
な
る
の
で
あ

る
。
　
此
問
題
は
一
の
立
腸
よ
う
見
れ
ば
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
他
の
立
揚
よ
う
見
れ
ば
否
定
せ

ね
ば
な
ら
澱
。
吾
人
若
し
箇
人
を
亭
亭
外
に
存
立
す
る
全
く
弧
凝
せ
る
實
在
物
と
解
す
る
と
き

は
、
此
問
題
を
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
諏
。
勿
論
か
㌧
る
實
在
物
は
蝋
型
に
は
存
在
し
な
い
、
併
し
か
＼

る
實
在
物
を
考
へ
、
之
を
扁
定
の
考
察
の
公
準
と
す
る
こ
と
に
は
何
等
の
差
し
支
へ
は
な
い
と
思

ふ
。
鎚
に
千
入
の
か
㌧
る
弧
解
せ
る
箇
入
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
其
の
生
産
物
は
弱
勢
を
成
し
て
生

活
す
る
人
聞
の
多
数
者
の
生
淺
物
よ
う
は
確
か
に
異
な
れ
る
竜
の
で
あ
う
、
叉
一
定
の
意
味
に
於

て
は
央
よ
う
竜
よ
ウ
少
な
る
も
の
で
あ
る
。
号
し
て
ヴ
ン
ト
の
説
は
下
れ
以
上
を
意
味
し
な
い
、

も
の
で
あ
ら
ば
、
夫
れ
は
自
明
の
翼
理
で
あ
る
。
就
會
に
於
て
生
活
す
る
人
間
は
彼
れ
と
共
に
其

駈
落
を
成
す
慮
の
他
人
に
よ
っ
て
、
又
其
証
會
の
共
同
目
的
に
よ
っ
て
霞
か
ら
影
響
さ
れ
る
。
随

っ
て
其
の
箇
入
の
活
動
の
生
産
物
は
同
種
の
影
響
を
受
け
な
い
箇
人
の
活
動
の
生
産
物
と
は
異

な
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
さ
れ
ど
吾
入
若
し
就
會
に
ド
於
て
．
生
活
し
、
而
し
て
翫
に
現
在
及
び
過
去
の



　
肚
會
生
活
の
影
響
の
下
に
生
長
せ
る
聖
人
の
み
を
眼
指
に
置
く
と
き
は
、
彼
等
の
活
動
の
生
産
粉

　
の
総
計
は
彼
等
の
結
合
の
総
計
よ
う
は
よ
ク
大
な
る
芝
之
れ
と
異
な
れ
る
或
物
で
あ
る
と
云
ふ

　
主
張
は
維
持
し
難
き
見
解
に
し
て
叉
謬
見
で
あ
る
。
虹
ハ
の
維
持
し
難
い
と
云
ふ
は
、
埋
れ
つ
ま
ウ

　
祀
會
に
於
て
生
活
し
、
聴
會
に
よ
ム
て
影
響
き
れ
て
居
る
箇
入
の
精
紳
の
外
に
此
等
の
精
聯
の
結

　
合
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
叉
其
の
謬
見
で
あ
る
と
云
ふ
は
、
是
れ
つ
ま
う
一
艮

　
．
族
の
言
語
、
憩
話
、
風
俗
習
慣
等
は
労
れ
央
れ
の
箇
人
並
に
掛
團
櫨
の
特
異
性
を
引
き
去
つ
カ
る
箇

　
人
の
言
語
、
紳
話
及
び
風
俗
習
慣
の
総
計
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
結
入
若
し
此
等
の
特
異

　
’
を
絡
計
よ
ウ
引
き
去
る
と
き
は
、
吾
人
は
寧
ろ
民
族
の
言
語
は
箇
入
の
言
語
の
総
計
よ
ウ
竜
よ
う

　
少
な
る
も
の
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
■
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ヨ

　
　
プ
レ
｝
ソ
ナ
ー
は
第
三
に
箇
人
の
問
に
成
立
す
る
心
理
的
結
合
は
其
の
作
用
…
に
よ
ウ
て
蛭
ハ
事

　
ト
ゼ
じ
り
ツ
ヘ
ヘ
ウ
イ
ル
ク
ザ
ム
カ
イ
ト

　
實
的
　
敷
験
を
詮
示
す
る
が
故
に
二
二
的
の
菟
の
で
あ
る
と
云
ふ
ヴ
ン
レ
の
説
を
評
し
て
左

　
の
如
く
論
ん
じ
て
居
る
。

　
　
今
此
説
を
批
判
す
る
に
當
て
、
吾
人
は
盃
膿
意
識
、
登
膿
精
聯
及
び
蚕
膿
意
志
に
付
て
ヴ
ン
レ
の

　
主
張
す
る
實
在
と
彼
が
民
族
二
面
の
生
産
物
と
し
て
考
へ
る
言
語
、
叢
話
及
び
風
俗
習
慣
等
の
自

蹴
　
明
な
る
疑
ふ
可
か
ら
ぎ
る
實
在
と
を
匿
写
し
て
考
へ
ね
ば
な
ら
諏
。

　
　
　
　
　
集
　
醸
悶
心
　
蝋
糧
　
現
　
象
　
の
　
撫
悩
く
芯
　
及
　
圃
ひ
　
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
丸
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〇

　
實
在
に
付
て
は
吾
人
は
先
づ
経
験
的
實
在
と
假
設
的
野
在
と
を
涯
黒
し
、
更
に
之
れ
と
交
叉
す

る
物
理
的
實
在
と
心
理
的
實
在
と
の
三
二
を
立
て
る
こ
と
が
出
家
る
。
経
駒
的
顕
在
と
は
現
實

に
存
在
’
す
る
と
し
て
知
等
し
得
ら
る
＼
竜
の
に
し
て
、
假
設
慢
心
在
と
は
吾
人
が
共
實
在
が
他
肩

知
畳
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
云
ふ
野
望
を
有
っ
て
一
定
の
瞬
問
に
於
て
假
ウ
に
二
男
的
と
認
む
る

嘗
物
で
あ
る
。
而
し
て
外
界
の
事
物
及
び
事
象
は
物
理
的
實
在
の
二
分
に
空
し
、
吾
人
の
意
識
進

動
は
心
理
的
實
在
の
領
分
に
駕
す
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
物
理
的
野
在
の
領
分
に
於
て
竜
亦
心

理
的
實
在
の
領
分
に
嘗
て
竜
二
二
納
實
在
を
設
定
す
る
こ
と
が
出
営
る
。
而
し
て
吾
人
若
し
實

在
の
概
念
を
一
般
に
其
の
申
に
含
ま
さ
れ
て
居
る
内
容
以
㌔
上
に
推
し
静
め
な
い
揚
合
に
は
概
念

は
其
儘
で
は
何
等
の
實
在
を
竜
有
し
な
い
。
概
念
其
物
に
於
て
實
在
帥
な
る
も
の
、
即
ち
心
理
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
實
在
的
な
る
竜
の
と
云
へ
ば
、
吾
人
が
概
念
を
考
へ
る
場
合
に
吾
入
の
意
識
に
現
存
す
る
表
象
、

威
∴
情
及
び
意
識
妖
態
で
あ
る
。

　
今
以
上
蓮
べ
し
實
在
概
念
の
助
け
に
よ
ウ
て
ヴ
ン
ト
の
説
を
吟
著
せ
ん
に
、
ヴ
ン
ト
の
説
蓮
す

る
慮
に
よ
ウ
て
考
ふ
れ
ば
、
吾
人
は
全
霊
意
識
、
韓
語
廻
送
及
び
全
膿
意
志
に
封
し
て
経
験
的
意
味

に
於
て
竜
亦
假
設
的
意
昧
に
於
℃
も
物
理
的
實
在
を
認
む
る
こ
と
は
出
監
な
い
。
是
れ
ヴ
ン
ト

竜
承
認
す
る
腱
で
あ
る
・
併
し
ヴ
ン
・
の
瀦
㎡
．
欄
．
晦
棚
に
は
本
來
心
理
的
實
在
を
も
認
む
る
こ
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と
が
出
国
な
い
。
是
れ
諸
軍
め
意
識
の
結
合
は
決
し
て
此
等
の
意
識
の
何
れ
の
竜
の
＼
意
識
進

動
で
も
あ
ウ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
再
結
合
は
野
心
人
意
識
よ
り
異
な
れ
る
、
而
も
之
れ
に
よ
り

て
與
へ
ら
れ
差
る
一
の
全
膿
意
識
の
意
識
進
動
と
し
て
の
み
考
へ
得
ら
る
る
も
の
で
あ
る
。
而

竜
か
、
る
七
四
な
る
騰
馬
意
識
の
存
在
は
ヴ
ジ
ト
竜
主
張
し
て
居
ら
な
い
。
要
す
る
に
多
数
者

の
意
識
進
塁
の
結
合
、
邸
ち
全
等
意
識
、
冷
膿
繕
…
紳
、
全
禮
意
志
は
物
理
的
に
竜
亦
心
理
的
に
も
、
経
験

的
に
も
亦
假
設
的
に
も
、
何
等
の
朝
潮
を
込
有
す
る
こ
と
が
出
隅
な
い
と
結
論
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
併
し
ヴ
ン
塾
は
此
の
揚
々
に
實
在
概
念
を
以
上
蓮
べ
し
と
は
異
な
れ
る
意
味
に
解
し
て

居
る
。
さ
れ
ば
競
に
ヴ
ン
塾
の
解
す
る
意
識
の
實
在
概
念
は
果
し
宅
正
當
、
で
あ
る
か
、
又
其
の
實

在
概
念
に
よ
れ
ば
多
数
者
の
意
識
結
合
の
峰
岡
性
は
圭
張
さ
れ
得
る
か
を
学
究
せ
ね
ば
な
ら
澱
。

　
今
ヴ
ン
塾
に
從
へ
ば
精
瀞
生
活
の
實
在
性
の
尺
度
は
事
實
的
敷
力
或
は
敷
験
と
云
ふ
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ア
レ
ン
　
　
　
ウ
イ
ル
グ
リ
ツ
ヘ
ソ
　
　
　
　
　
　
　

ゥ
イ
ル
ヶ
ン

あ
る
べ
き
竜
の
で
あ
る
。
§
れ
ば
彼
の
實
在
或
は
現
職
の
親
心
は
作
用
或
は
作
動
の
概
念
と
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
イ
ル
ク
ザ
ム
カ
イ

と
竜
親
密
に
結
合
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
吾
入
の
考
ふ
る
慮
に
よ
れ
ば
、
只
潮
力
或
は
敷

ト

験
と
云
ふ
≧
と
に
於
て
の
み
實
套
精
憩
的
の
竜
の
た
る
と
物
膿
的
の
竜
の
た
る
と
を
問
は
ず
）
の

ク
リ
タ
ジ
ゥ
ム
を
認
め
て
は
な
ら
綴
こ
と
は
容
易
く
理
解
さ
れ
る
と
思
ふ
。
直
入
は
総
て
の
鷹

有
的
な
る
封
象
或
は
精
聯
的
進
動
を
或
未
知
者
の
作
用
の
結
果
と
し
て
槻
念
ず
る
こ
と
が
出
來

　
　
　
　
集
圃
心
理
現
象
の
概
念
及
び
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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セ
乙

る
。
併
し
登
れ
が
爲
め
に
直
ち
に
其
の
未
知
者
を
實
「
在
と
推
断
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
若
し

吾
人
が
臆
測
す
る
或
未
知
者
の
敷
駿
か
ら
し
て
其
未
知
者
の
存
在
を
下
意
し
得
る
も
の
と
す
れ

ば
、
吾
人
は
影
野
的
作
物
に
於
て
好
ん
で
用
ひ
ら
る
＼
論
理
に
燃
し
て
何
等
の
異
議
を
も
挿
む
こ

と
は
出
來
な
い
。
而
し
イ
、
ヴ
ン
ト
の
論
理
は
本
來
肥
れ
と
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
吾
人
若
し

　
　
フ
ガ
ル
ガ
ソ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

一
の
運
動
が
他
の
響
動
に
よ
ム
て
制
約
さ
れ
、
て
居
る
と
志
念
す
る
揚
合
に
、
此
の
他
の
進
動
の
實

在
を
謹
明
す
る
爲
め
に
は
直
ち
に
共
の
他
の
…
進
動
其
物
に
煮
て
其
實
∵
在
…
性
を
研
∵
帯
せ
ね
ば
な
ら

澱
、
輩
に
其
の
二
黒
が
現
實
で
あ
る
と
云
ふ
だ
け
で
其
實
在
性
が
設
明
さ
れ
る
と
考
へ
て
は
数
ち
計

な
い
。
更
に
若
し
ヅ
ン
恐
の
圭
張
が
正
當
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
著
人
は
軍
に
非
現
實
的
進
動
の
現

實
性
を
主
張
し
得
る
の
み
な
ら
ず
、
叉
、
魏
實
的
響
動
の
非
丸
窓
性
を
も
主
張
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
揚
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
イ
ル
ク
リ
ツ
と
か
イ
ト
　
ウ
イ
ル
グ
ザ
ム
カ
イ
ト

が
揖
着
て
く
る
。
　
要
す
る
に
現
認
性
と
致
験
性
と
ぽ
全
く
性
質
の
異
な
れ
る
概
念
で
あ
る
。
　
随

ふ
て
吾
入
は
ゲ
ン
塾
の
主
張
す
る
が
如
く
多
数
者
の
意
識
結
合
の
数
験
性
を
認
む
る
乙
と
か
ら

し
て
直
ち
に
其
結
合
の
實
在
性
を
推
断
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
プ
レ
馨
シ
ナ
｝
は
以
上
述
べ
し
如
き
批
評
を
加
へ
て
亮
察
的
集
團
精
聯
説
の
標
本
と
，
竜
見
倣

す
べ
き
ヴ
ン
ト
の
説
を
破
壊
せ
ん
と
試
み
煙
稔
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
プ
レ
重
ン
ナ
1
自
身
誼
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
ぴ
ヘ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ら
　
　
　
　
り

集
團
心
理
現
象
の
本
質
を
却
・
侮
に
読
朋
せ
ん
と
す
隣
の
で
あ
憾
か
。
．
、
余
輩
ぽ
彼
の
論
に
於
で
さ



　
き
に
も
遽
べ
し
如
く
．
余
の
假
ウ
に
箇
人
心
理
説
と
幽
す
る
も
の
の
最
も
徹
底
納
な
る
叉
簸
新
、
の

　
展
開
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
　
プ
レ
｝
ン
ナ
ご
は
心
理
的
事
象
の
同
様
性
Q
鞍
。
属
曾
疑
σ
q
冨
ぼ
け
智
婦
℃
ω
鷹
｝
湊
9
窪
Q
霧
。
冨
。
｝
笛
塁
即
ち

　
同
様
な
る
或
は
類
似
せ
る
條
件
の
下
に
あ
う
て
は
素
心
の
人
や
に
於
て
同
様
な
る
或
は
類
似
せ

苧
る
膣
験
が
起
る
巳
・
週
・
喜
窪
。
見
舞
・
ぎ
冨
u
切
・
爵
σ
・
毒
σ
・
。
島
猛
・
・
蓬
・
霧
。
げ
邑
霧
毛
脚
禽
・
・
。
墓
轟
野
ぎ

。
幽
Φ
．
瀞
ゲ
ご
財
。
一
、
①
琶
．
｝
①
ぴ
U
一
・
。
．
、
と
桶
至
乙
と
を
以
蟻
隣
人
の
経
験
科
學
全
謄
の
塞
礎
．
と
し
て
立
て
、
而

　
し
て
先
づ
之
を
心
理
計
上
④
最
近
，
の
實
験
に
畿
ウ
て
論
謹
し
、
計
れ
よ
ウ
右
の
命
題
を
適
用
し
て

　
唄
切
の
集
團
心
理
現
象
の
根
本
的
説
明
を
試
み
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
氏
が
右
の
命
題
の

　
心
理
學
的
論
謹
に
於
て
主
と
し
て
其
の
根
継
と
せ
る
は
左
の
諸
氏
の
實
験
で
あ
る
。
～

　
　
、
目
§
汚
毒
臨
書
旨
“
浮
唱
。
旨
墨
隈
藝
。
d
暮
①
曇
。
暮
蹟
霧
霧
霧
爲
脚
気
。
ぎ
一
。
G
q
ぎ
剛
鍾
穿
毒
多
σ
q
①
・
自
㊦
場

　
　
　
紹
話
畠
財
9
霧
b
u
鉱
。
σ
登
団
Φ
ぼ
箆
毒
σ
q
”
峯
◎
国
．

　
　
　
ω
塾
影
峯
計
凶
①
騨
。
α
o
ぼ
篤
け
難
蹴
蜀
3
・
o
ぎ
H
o
σ
Q
｛
Φ
・
団
9
博
G
O
・
6
8
●

　
　
　
敬
強
茜
＆
㊦
冨
。
｝
三
随
こ
騨
村
野
》
δ
ぎ
ざ
σ
。
醐
ρ
冨
噺
も
斡
H
8
Q
。
●

　
　
ヘ
ー
ン
鑓
】
ぴ
葬
賦
①
富
。
げ
冠
圃
津
h
弩
譲
饗
｝
〕
。
ご
σ
q
凶
鮮
黒
喚
鰹
．
δ
多

階
　
　
冒
鶏
ぴ
Φ
k
①
量
聯
饗
芽
屑
鴇
g
。
δ
σ
q
凶
Φ
・
密
』
Φ
」
簿
ρ
．

　
　
　
　
　
藥
關
悶
心
理
、
魏
象
の
欝
…
念
及
び
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
三
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哲
學
研
究
　
　
第
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
瞬

　
プ
レ
置
ン
ナ
・
轟
鼻
先
づ
今
碍
の
就
會
訳
者
の
問
に
於
て
集
團
心
理
現
象
の
脛
験
的
弓
礎
に
關

し
て
一
般
に
行
は
る
㌧
見
解
邸
ち
之
を
箇
人
と
箇
人
畜
は
心
と
心
の
相
互
作
用
志
蝿
る
腕
解
に

付
て
．
其
の
箇
人
と
箇
入
の
相
互
作
用
な
る
竜
の
が
集
團
心
難
現
象
の
墓
礎
と
な
る
の
は
下
れ
つ

ま
蚤
心
理
的
事
象
の
．
同
様
性
の
心
血
に
基
因
す
る
も
の
な
る
を
論
心
せ
ん
と
試
み
て
居
る
。
今

A
β
編
入
の
問
に
相
互
作
用
が
行
は
る
㌦
と
云
ふ
は
、
是
れ
つ
ま
う
A
の
思
考
、
威
情
及
び
行
動
が

B
の
思
考
、
威
情
及
び
行
動
に
よ
め
て
影
響
せ
ら
れ
、
叉
お
の
揺
れ
が
A
の
洩
れ
に
よ
う
て
影
響
さ

れ
る
乙
と
に
密
な
ら
諏
。
而
し
て
既
の
影
響
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
多
《
の
揚
合
に
於
て
A
は

B
を
模
倣
し
、
叉
B
は
A
を
模
屈
す
る
と
云
ふ
こ
と
に
於
て
現
ば
れ
る
。
併
し
只
夫
れ
だ
け
で
鑑

き
て
居
ら
な
い
。
露
は
A
に
於
て
彼
れ
自
身
孤
立
し
て
居
っ
て
は
途
行
し
な
い
行
動
を
見
、
又
彼

れ
自
身
の
と
は
一
致
し
な
い
A
の
暴
露
、
威
情
、
願
望
等
に
穿
て
聞
く
乙
と
も
あ
る
。
而
し
て
A
特

有
の
此
等
の
知
畳
、
叙
情
、
願
望
及
び
行
動
等
は
B
が
之
を
見
聞
す
る
以
上
は
8
良
身
の
行
動
の
條

件
と
な
る
で
あ
ら
う
。
無
く
の
如
く
に
し
て
竜
亦
A
が
お
に
影
響
す
る
の
で
あ
る
。
轟
く
て
相

互
作
用
の
結
果
は
孤
立
せ
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
カ
る
箇
入
に
優
し
て
は
其
行
動
を
決
定
す
る
條

件
と
な
ら
な
い
と
思
は
る
＼
も
の
が
、
眞
實
に
之
を
決
定
す
る
篠
件
と
な
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
シ
ヒ
ッ
セ
　
ダ
セ
ご
ヘ
ソ

要
す
る
に
相
互
作
用
な
る
竜
の
は
つ
ま
ウ
箇
入
の
多
尋
者
の
心
理
的
事
象
の
流
れ
行
く
共
の
條
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件
の
同
様
性
を
一
暦
平
な
ら
し
む
る
結
果
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
＼
る
結
果
を
生
ず

る
≧
と
に
よ
り
て
集
團
心
理
現
象
の
基
擬
と
見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
、

　
次
に
プ
ン
蓄
ン
ナ
ぎ
は
シ
ゲ
レ
や
π
ボ
ン
な
ど
の
集
團
心
理
學
者
が
特
に
共
の
研
究
封
象
と

し
て
詳
し
く
論
熱
し
て
居
る
群
集
心
理
現
象
撃
つ
譲
う
心
理
的
事
象
の
同
野
性
の
特
殊
な
る
揚

合
に
外
な
ら
澱
も
の
に
し
て
、
此
の
如
く
に
見
て
始
め
て
充
分
に
叉
根
本
的
に
説
明
し
得
ら
る
㌧

竜
の
で
あ
づ
、
且
つ
其
限
の
人
や
も
暗
に
在
の
事
實
を
承
認
し
て
賜
れ
が
説
明
を
下
し
て
居
る
こ

と
を
論
じ
て
居
る
。
叉
模
倣
及
び
曙
示
は
多
数
者
の
心
理
的
事
象
の
心
墨
性
を
張
あ
る
竜
の
で

あ
る
が
爲
め
に
群
集
行
動
の
共
動
的
勢
力
と
し
て
有
力
で
あ
る
の
．
で
あ
っ
て
、
決
し
て
集
團
心
理

學
者
の
考
へ
る
が
癩
く
、
夫
れ
自
身
で
群
集
行
動
を
惹
起
す
る
竜
の
で
な
い
乙
と
を
論
ん
じ
て
居

る
。　
更
に
プ
レ
3
ン
ナ
「
は
法
學
者
か
生
壁
論
に
於
て
前
定
す
る
集
團
心
理
現
象
の
理
論
を
論
評

し
て
、
法
人
の
概
念
は
其
の
何
れ
の
方
面
に
於
て
も
づ
ま
ム
心
理
的
事
象
の
同
様
性
の
馬
下
を
墓

磯
と
し
て
立
て
ら
れ
控
る
竜
の
に
し
♂
し
、
此
の
事
實
を
よ
く
理
解
す
る
ζ
と
に
よ
り
て
始
め
て
法

人
の
概
念
は
正
當
に
説
明
し
得
ら
る
㌧
も
の
な
る
を
論
じ
て
居
る
。
要
す
る
に
プ
レ
f
ン
ナ
聖

は
一
切
の
集
国
勢
蜘
理
現
象
は
同
様
な
る
或
は
類
似
せ
る
條
件
の
下
に
於
け
る
心
理
的
事
象
の
同

　
　
　
　
集
翻
心
理
現
数
の
概
念
及
び
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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加
鷲
　
　
搬
解
　
　
一
緋
　
　
究
　
　
　
燃
辮
七
　
鴨
聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
山
ハ

様
と
云
ふ
こ
と
、
即
㌦
多
撒
者
の
一
箇
人
は
同
檬
な
る
或
は
類
似
せ
る
條
件
の
下
に
於
て
は
他
の

箇
人
と
同
様
な
る
或
は
類
似
せ
る
行
動
を
な
す
竜
め
と
云
ふ
事
實
を
安
息
と
し
て
巌
現
す
る
竜

の
と
考
、
へ
、
而
し
て
左
の
如
く
に
論
ん
じ
て
居
る
。
忽
ち
此
の
心
理
的
事
象
の
同
様
性
の
異
名
以

上
な
る
叉
之
れ
と
は
異
な
れ
る
機
物
と
し
て
登
膿
意
志
、
民
族
精
憩
、
法
人
等
を
観
念
す
る
こ
と
は

無
用
で
あ
る
、
全
謄
意
志
と
か
民
族
精
聯
と
か
法
人
と
か
云
ふ
竜
の
は
つ
凌
ウ
扁
定
の
心
理
的
事

象
の
同
様
よ
ム
襲
生
す
る
概
念
に
外
な
ら
綴
竜
の
に
し
て
此
等
の
概
念
に
特
有
の
實
在
を
認
む

驚
き
都
響
気
嵩
な
る
理
由
は
存
在
し
な
い
、
而
も
之
を
点
在
と
考
へ
る
傾
向
の
一
般
に
行
は
る
㌧

は
、
是
れ
貝
前
に
あ
る
概
念
を
直
ち
に
實
在
物
に
引
き
上
げ
ん
と
す
る
三
二
吏
↓
に
於
て
屡
々
見

る
庭
の
謬
見
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
る
。
實
験
的
に
詮
．
明
さ
れ
て
居
る
腱
の
心
理
的
事
象
の
同

様
と
云
ふ
事
實
は
集
囲
心
理
現
象
を
　
験
的
に
論
明
す
る
爲
あ
に
は
充
分
な
る
竜
の
に
し
て
夫

れ
以
上
に
何
等
の
實
在
を
も
認
む
る
必
要
は
な
い
。

　
集
圏
心
理
現
象
の
本
質
に
比
し
て
、
今
縁
の
二
号
學
及
び
魔
會
黒
雲
或
は
丈
化
科
學
に
於
て
行

は
る
＼
最
竜
重
要
な
る
二
種
の
學
読
と
思
は
る
㌧
實
在
雲
集
二
二
漏
壷
及
び
箇
人
心
理
論
の
本

義
及
び
爾
者
の
根
本
的
差
異
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ
る
か
は
、
以
上
や
＼
詳
し
く
論
述
せ
る
庭
に

よ
う
て
明
ら
か
に
し
沁
と
愚
ふ
か
、
最
後
に
余
膚
身
は
此
等
二
種
の
學
設
の
批
評
的
考
察
に
よ
ウ



●

て
目
下
如
何
な
る
思
想
に
到
着
し
て
居
る
か
を
簡
箪
に
論
述
し
π
い
と
思
ぶ
。

五

　
前
二
節
に
於
て
述
べ
家
ウ
し
慮
に
よ
ウ
て
、
今
隠
集
團
心
理
現
象
の
本
質
を
科
學
的
に
説
明
せ

ん
と
す
る
二
種
の
主
要
な
る
曲
説
、
即
ち
余
が
假
ム
に
實
在
的
集
團
精
軸
説
と
食
す
る
も
の
及
び

箇
人
心
理
説
と
卒
す
る
竜
の
＼
主
意
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
大
禮
上
明
ら
か
に
し
だ
と

思
ふ
が
、
然
ら
ば
此
等
二
種
の
學
説
を
批
剣
的
に
考
察
す
る
と
、
其
の
論
れ
が
よ
う
正
重
な
る
も
の

と
考
へ
ら
る
＼
で
あ
ら
う
か
。
此
腱
に
あ
ま
ウ
詳
し
く
論
述
し
て
居
る
暇
は
な
い
か
ら
、
只
大
膿

王
の
論
蓮
を
試
み
る
だ
け
に
止
め
て
置
か
う
と
臓
ふ
が
、
先
づ
此
等
二
種
の
學
論
の
差
墨
を
根
本

的
に
よ
く
理
解
し
て
置
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
今
此
等
二
種
の
學
論
は
表
面
上
考
へ
ら
る
V
程
果
し
て
實
質
的
に
差
違
す
る
も
の
で
あ
ら
う

か
。
換
言
す
れ
ば
箇
人
心
理
説
の
最
新
代
表
者
と
思
は
る
㌧
プ
レ
置
ン
ナ
君
が
ヴ
ン
ト
の
説
に

面
し
て
下
せ
る
批
評
に
よ
蚕
て
吾
入
が
印
象
さ
れ
る
程
、
定
在
的
集
團
糟
脚
説
と
個
人
心
理
読
と

は
實
質
上
根
本
的
に
相
達
す
る
竜
の
で
あ
ら
う
か
。
　
ス
ガ
／
チ
ニ
は
蹴
れ
に
付
て
在
の
如
く
に

概
論
し
て
居
る
。
「
更
に
集
團
心
理
現
象
に
照
し
て
上
に
述
べ
し
種
々
な
る
解
繹
は
、
其
の
多
く
の

　
　
　
　
集
露
心
理
溌
象
の
権
念
及
び
本
質
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
七
七
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
七
、
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

代
表
者
に
あ
ム
て
は
、
内
面
的
に
、
帥
ち
實
質
的
見
解
に
於
て
相
互
に
離
反
す
る
よ
・
9
は
寧
ろ
外
面

的
に
即
ち
命
名
に
於
て
梢
互
に
差
署
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
圃
層
詳
し
き
分
折
は
多
分
此
の
問
題

に
關
し
て
弔
事
ふ
幡
多
の
解
繹
は
實
質
的
に
根
櫨
あ
る
争
論
．
よ
ウ
は
寧
ろ
言
葉
の
上
の
事
論
で

あ
る
こ
と
を
謹
明
す
る
で
あ
ら
う
。
　
一
の
實
在
的
渡
る
民
族
心
の
存
在
を
認
む
る
紳
秘
論
者
に

至
る
懐
で
竜
総
て
の
研
究
者
は
結
局
一
切
の
就
学
的
群
動
は
只
覚
ハ
の
個
人
意
識
内
に
流
れ
行
く

部
分
に
於
て
の
み
實
在
的
で
あ
る
こ
と
を
認
む
る
に
於
て
一
致
し
て
居
る
。
民
族
心
、
人
種
心
等

は
個
人
心
以
外
に
於
て
如
何
様
に
か
し
て
存
在
す
る
何
物
で
竜
な
い
。
諸
読
の
差
異
は
其
の
大

な
る
部
分
に
於
て
用
語
の
不
明
瞭
な
る
こ
と
と
基
本
概
念
の
定
義
の
不
充
分
な
る
こ
と
か
ら
し

て
起
る
誤
解
に
基
づ
け
る
竜
の
で
あ
る
。
集
團
主
義
者
は
假
説
的
な
響
く
孤
立
的
に
生
活
す
る

馬
入
よ
ウ
出
登
し
て
居
る
が
、
果
れ
に
慨
し
て
箇
人
主
義
者
は
始
め
か
ら
箇
人
を
下
墨
に
あ
る
が

饗
㌧
に
即
ち
其
の
一
切
の
活
動
に
於
て
証
會
的
に
影
響
せ
ら
れ
埋
門
會
的
に
形
成
さ
れ
差
る
實

在
物
と
し
て
観
念
し
て
居
る
の
で
あ
る
」
。
穏
。
σ
Q
夢
鼠
耳
周
。
議
畠
町
回
①
α
零
ぐ
α
涛
⑦
葛
。
。
岩
剛
巨
○
σ
Q
固
Φ
ぎ
鐸
冨
§
罎
器

甑
。
。
芝
菖
蓼
・
お
陰
・
揖
§
●
ノ
臼

　
余
も
二
種
の
學
説
の
差
異
に
付
て
は
大
膿
上
ス
ガ
ン
チ
ニ
と
同
様
な
考
へ
を
抱
い
て
居
る
の

で
、
異
な
れ
る
言
葉
で
云
ひ
表
は
さ
れ
て
居
る
思
想
の
實
質
を
よ
ぐ
吟
味
し
て
見
る
と
、
痴
者
は
其
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裏
に
潜
あ
る
哲
學
暴
走
は
心
理
學
的
見
解
ゐ
．
考
察
の
見
地
な
於
て
差
異
す
る
麗
あ
る
が
爲
め
に

異
な
れ
る
色
彩
を
有
す
、
る
が
、
併
し
経
験
的
に
あ
る
が
ま
＼
に
集
塵
心
理
魏
象
の
本
質
を
観
念
す

る
鮎
に
曾
て
は
疑
段
に
差
異
す
る
慮
は
な
い
と
思
ふ
り
余
は
鼓
に
便
宜
上
特
に
プ
レ
事
ン
ナ
｝

が
ヴ
ン
ト
の
説
に
加
へ
た
る
批
評
と
彼
れ
自
身
の
設
と
を
批
判
的
に
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
ウ
て

右
の
主
旨
を
明
ら
か
に
し
て
置
か
う
と
思
ふ
。

　
今
プ
レ
蓄
ン
ナ
！
が
ヴ
ン
ト
の
読
に
封
し
て
加
へ
て
居
る
第
一
の
幾
難
は
、
前
笛
に
於
て
述
べ

し
如
く
、
箇
人
意
識
内
に
於
て
行
は
る
」
心
理
的
現
象
の
結
合
と
云
ふ
と
嫁
く
同
じ
意
企
の
意
識

進
動
の
結
合
が
箇
入
意
識
と
箇
人
意
識
と
の
問
に
存
在
す
る
と
見
る
は
穏
當
で
な
い
と
云
ふ
こ

と
で
あ
る
。
併
し
プ
レ
言
ン
ナ
f
濤
身
も
一
の
心
が
他
の
心
の
上
に
影
響
す
る
こ
と
は
認
め
て

居
る
、
叉
既
揚
合
に
一
種
の
結
合
が
成
立
す
る
と
云
ひ
得
る
こ
と
竜
認
め
て
居
る
。
そ
れ
で
ブ
レ
ケ

夏
ソ
ナ
ー
の
主
張
す
る
庭
は
つ
按
ウ
此
結
合
は
ヴ
ン
ト
の
考
へ
る
如
く
箇
人
意
比
内
に
行
は
る

る
も
の
と
亡
く
同
じ
性
質
の
も
の
で
な
く
、
客
概
的
刺
戟
と
鳳
畳
及
び
知
畳
と
の
問
に
成
立
す
る

結
合
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
巴
に
蹄
著
す
る
の
で
あ
る
。
介
し
て
今
巌
密
に
云

ふ
揚
合
に
は
プ
ン
葺
ン
ナ
奮
の
主
張
す
る
が
如
く
に
考
へ
る
が
穏
當
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
俊
で

竜
な
い
。
併
し
ヴ
ン
ト
は
果
し
て
プ
ン
｝
ン
ナ
｝
の
批
難
す
る
が
如
く
直
入
意
識
と
箇
人
意
識

　
　
　
　
集
閣
心
理
現
象
の
権
念
及
び
本
口
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

と
の
聞
に
成
立
す
る
意
識
進
動
の
結
合
は
箇
ん
意
識
内
に
行
は
る
＼
も
の
と
全
く
同
一
の
竜
の

と
考
へ
て
居
る
や
否
や
は
問
題
で
あ
る
。
成
程
一
見
す
れ
ば
ヴ
ン
ト
は
雨
意
を
全
く
同
じ
性
質

の
竜
の
と
考
へ
て
居
る
様
に
思
は
れ
る
。
併
し
實
爵
位
の
論
じ
て
居
る
露
を
詳
し
く
吟
味
し
て

見
る
と
氏
は
實
尊
上
箇
人
と
箇
人
の
問
に
存
立
す
る
意
識
進
動
の
結
合
は
箇
人
意
識
内
に
於
て

蓮
合
の
総
有
に
よ
，
う
て
心
理
的
現
象
の
結
合
す
る
が
如
き
之
と
＼
全
く
同
じ
性
質
砂
竜
の
で
な

く
、
刺
戟
と
反
鷹
と
の
聞
に
存
在
す
る
結
合
と
同
じ
性
質
の
竜
の
と
考
へ
て
居
る
乙
と
が
明
ら
か
・

に
認
め
ら
れ
る
。
但
し
ヴ
ン
ト
は
さ
き
に
竜
述
べ
し
如
く
心
と
心
の
相
互
作
用
の
過
程
其
の
物

を
直
接
に
詳
し
く
考
究
し
て
居
ら
匿
い
が
爲
め
に
、
氏
の
論
く
虚
に
は
暖
歪
な
る
織
が
多
く
、
叉
夫

れ
が
爲
め
に
種
々
の
誤
解
を
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
今
日
心
と
心
の
相
互
作
用
の
過
程

其
の
物
を
詳
し
く
研
究
し
て
居
る
甦
會
學
者
や
魅
會
心
理
走
者
の
著
作
論
文
等
に
付
て
見
れ
ば
、

心
と
心
の
相
互
作
用
に
よ
ウ
て
心
と
心
の
結
合
す
る
過
程
拡
つ
ま
ム
刺
激
と
反
動
と
の
關
係
よ

ム
成
立
す
る
竜
の
と
親
念
さ
れ
て
居
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
余
の
見
る
慮
k
よ
れ
ば
プ
レ

蜜
ン
ナ
蓄
の
詮
は
奮
師
ギ
ヅ
ヂ
ン
グ
ス
先
生
の
説
か
る
＼
「
同
一
の
刺
戟
に
封
ず
る
同
様
の
反
慮
」
説

の
八
種
に
外
な
ら
ぬ
も
の
と
思
は
る
㌦
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
プ
レ
す
ソ
ナ
ー
が
ヴ
ン
ト
の
読

に
嬉
し
て
主
張
す
る
上
蓮
の
織
は
気
質
上
潮
に
ヴ
ン
塾
の
説
く
腱
に
反
聾
す
る
の
で
な
く
、
寧
ろ
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ヴ
ン
ト
の
説
を
一
層
詳
し
く
分
析
し
て
、
氏
が
あ
ま
少
注
意
を
集
申
し
な
か
つ
控
心
と
心
の
相
互

作
用
の
．
過
程
共
物
〃
西
暦
詳
し
く
關
明
し
カ
る
竜
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
該
過
程

其
物
を
詳
し
く
分
析
し
て
研
究
し
て
居
る
肚
會
學
者
の
読
に
比
較
し
て
見
る
と
何
等
新
た
ら
し

く
貢
献
し
て
居
る
慮
は
な
い
と
思
は
る
㌧
の
で
あ
る
。
只
問
題
は
箇
人
意
識
と
箇
入
意
識
と
の

問
に
成
立
す
る
右
の
如
き
性
質
の
結
合
を
箇
人
意
識
、
箇
人
心
或
は
箇
入
墨
紳
に
倣
ら
へ
て
叉
之

れ
に
脚
立
す
る
一
の
實
在
と
槻
念
し
て
魁
會
意
識
鮭
會
豊
潤
は
平
帯
精
瀞
又
ば
集
園
意
識
、
集
團

心
墨
は
集
囲
精
紳
と
稻
す
る
は
学
説
で
あ
る
や
否
や
と
云
ぶ
之
と
で
あ
る
。
而
し
て
此
問
題
は

つ
ま
ウ
ブ
レ
ー
ン
ナ
「
が
ヅ
ン
ト
の
読
に
加
ヘ
カ
る
第
二
及
び
第
三
の
批
詳
の
考
察
に
よ
・
9
て

決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
今
プ
ン
卸
ン
ナ
蜜
が
ヴ
ン
ト
の
論
に
加
へ
て
居
る
第
二
の
批
評
と
云
ふ
は
、
前
籔
に
於
て
述
べ

し
如
く
、
多
数
者
の
心
理
的
結
合
は
輩
に
結
合
す
る
心
理
的
進
動
の
総
計
よ
ウ
以
上
の
叉
之
れ
と
’

は
異
な
れ
る
呼
物
で
あ
る
と
見
る
は
穏
當
で
な
い
と
云
ふ
乙
と
で
あ
る
。
此
批
評
の
詳
細
は
既

に
前
節
の
中
に
述
べ
て
置
い
カ
か
ら
、
鼓
に
之
を
繰
ウ
返
す
こ
と
は
避
け
る
が
、
要
す
る
に
此
問
題

に
蝕
す
る
爾
者
の
差
異
は
プ
レ
｝
ン
ナ
葦
自
身
竜
認
め
て
居
る
如
く
、
箇
人
を
抽
象
的
に
観
念
す

る
か
、
叉
は
鼠
舞
的
に
あ
る
が
ま
、
に
考
察
す
る
か
と
云
ふ
見
地
の
差
異
に
墓
着
す
る
類
意
な
る

　
　
　
　
集
爾
心
理
現
象
の
概
念
及
び
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



s4き

　
　
　
　
暫
學
　
研
　
究
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八
二

も
・
の
で
あ
る
。
併
し
余
は
何
れ
の
見
地
よ
ム
見
る
も
多
数
者
の
心
理
的
結
含
は
軍
に
結
合
す
る

心
理
的
進
動
の
総
計
と
は
異
な
れ
る
冠
物
で
あ
う
、
叉
其
の
生
産
物
た
る
集
團
心
理
現
象
は
幾
多

の
軍
濁
な
る
箇
人
意
識
の
生
産
物
の
総
計
と
は
異
な
れ
る
曲
物
で
あ
る
と
観
念
す
る
が
穏
當
で

あ
る
と
思
ふ
。
若
し
プ
レ
3
ン
ナ
｝
の
如
く
箇
人
を
乱
民
的
に
あ
る
が
ま
㌧
に
、
即
ち
共
同
團
膿

に
於
て
生
活
し
、
現
在
及
び
宿
毛
の
共
同
生
活
の
影
響
の
下
に
成
育
し
登
達
せ
る
も
の
と
し
て
観

念
す
る
揚
合
に
は
集
團
心
理
現
象
を
箇
人
意
識
の
生
産
物
の
総
計
よ
う
以
上
の
或
は
よ
ム
多
く

の
或
物
と
見
る
は
謬
露
な
る
見
解
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
面
や
う
と
思
ふ
。
否
な
更
に
其
の

総
計
よ
ウ
も
よ
ウ
少
な
る
食
物
と
見
る
が
一
騒
魚
雷
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
悟
れ
多
く
の
所
謂
集

團
心
理
學
者
の
唱
ふ
る
庭
の
減
少
読
雲
霧
。
。
窪
葬
鋤
。
湊
夢
Φ
。
材
δ
と
も
稔
す
溶
き
も
の
の
主
意
で
あ
る
。

併
し
綜
計
よ
う
よ
ウ
多
く
の
金
物
と
見
て
総
計
よ
う
異
な
れ
る
或
物
と
見
る
が
穏
當
で
な
い
と

し
て
竜
、
よ
ウ
少
な
る
縞
物
と
見
る
以
上
は
や
は
う
異
な
れ
る
或
物
と
見
倣
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

よ
う
多
く
で
あ
る
に
せ
よ
、
叉
よ
ウ
少
な
る
に
せ
よ
、
と
に
か
く
同
一
で
な
い
以
上
は
異
な
れ
る
或

物
と
観
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
箇
人
を
抽
象
的
に
観
念
し
て
考
察
す
る
に
於
て
は
、

詳
し
く
云
へ
ば
箇
人
を
方
向
外
に
存
立
す
る
全
く
孤
立
せ
る
も
の
と
観
念
し
て
考
察
す
る
に
於

て
は
、
集
團
意
識
は
軍
に
多
藪
箇
人
意
識
の
総
計
よ
う
以
上
の
又
之
れ
と
は
異
な
れ
る
或
物
で
あ



　
．
う
、
更
に
集
團
心
理
現
象
は
多
数
の
箇
人
意
識
の
生
産
物
の
箪
純
な
る
総
計
よ
ウ
以
上
の
叉
之
れ

　
と
異
な
れ
る
或
物
と
聯
隊
し
得
る
こ
と
は
プ
レ
f
ン
ナ
貰
自
身
竜
認
め
て
居
る
。
更
に
か
㌧
る

　
箇
入
は
現
實
に
は
存
在
し
な
い
が
、
而
も
之
を
考
へ
、
之
を
一
定
の
考
察
の
公
準
と
な
す
こ
と
は
決

　
し
て
不
穏
當
で
な
い
こ
と
も
亦
プ
レ
｝
ン
ナ
｝
の
認
む
る
庭
で
あ
る
。
さ
れ
ば
ブ
レ
言
ン
ナ
了

　
が
ヴ
ン
ト
の
説
に
反
封
ず
る
の
は
ヴ
ン
ト
と
は
異
な
れ
る
見
地
よ
う
考
察
す
る
場
合
に
於
て
讐

　
あ
っ
て
、
ヴ
ン
ト
と
同
じ
見
地
よ
う
考
察
す
る
揚
合
に
は
敢
て
反
尽
し
て
居
ら
毅
と
云
は
ね
ば
な

　
ら
ぬ
。
さ
れ
ど
プ
レ
童
ン
ナ
誓
は
ヴ
ン
ト
の
見
地
の
不
穏
當
な
ら
ざ
る
を
認
む
る
に
係
ら
ず
自

　
己
の
見
地
を
以
て
該
問
題
を
最
も
正
當
に
解
繹
す
る
も
の
と
考
へ
て
居
る
様
で
あ
る
。
し
か
し

　
て
余
も
嚴
密
に
云
は
㌧
プ
レ
1
ン
ナ
じ
の
見
地
の
如
き
竜
の
を
以
て
最
も
正
當
な
る
竜
の
と
考

　
へ
る
。
庵
れ
外
陣
に
は
完
全
に
孤
立
せ
る
箇
人
と
云
ふ
様
な
も
の
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
現
官
に
存

　
在
す
る
箇
人
は
鮭
會
的
生
産
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
静
的
に
或
は
あ
る
が
懐
＼
に
考

　
察
す
る
と
き
は
集
團
意
識
及
び
集
團
心
理
現
象
は
衆
箇
人
意
識
及
び
衆
箇
人
意
早
り
生
産
物
の

　
総
計
よ
う
以
上
な
異
な
れ
る
或
物
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
そ
れ
よ
ム
少
な
る
異
な
れ
る
或
物
で
あ

　
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
綴
。
併
し
動
的
に
或
は
磯
生
的
に
考
察
す
る
触
合
に
は
よ
ム
以
上
な
異
な

鱗
れ
る
質
物
と
見
嫁
す
乙
と
が
出
來
る
と
思
ふ
。
此
静
的
見
地
と
動
的
或
は
磯
生
的
見
地
と
の
差

　
　
　
　
　
集
蜘
心
理
魏
象
の
概
念
及
び
本
贅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
三
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八
鶴
　
、

蹴
　
励
竜
駕
此
場
合
に
大
に
注
意
す
可
き
竜
の
で
あ
る
。
プ
レ
置
ン
ナ
E
は
つ
ま
ム
静
的
見
地
よ
う

　
現
存
す
る
が
ま
㌧
に
考
察
し
て
居
る
か
ら
「
一
民
族
の
言
語
、
紳
話
及
び
風
俗
習
慣
は
箇
人
の
言
語
、

　
紳
話
及
び
風
俗
習
償
に
就
て
各
嶽
に
特
有
坐
る
竜
の
及
び
彼
等
の
小
鷺
膿
に
特
有
す
る
も
の
を

　
除
き
去
れ
る
其
の
総
計
よ
今
異
な
れ
る
侮
物
で
も
な
い
」
と
云
ム
様
に
考
へ
て
居
る
の
零
で
、
而
し
て

　
此
見
地
よ
ウ
考
察
す
れ
ば
斯
く
の
如
く
に
槻
念
ず
る
ζ
と
は
穏
當
で
あ
る
。
さ
れ
ど
是
れ
と
同

　
時
に
一
定
の
五
二
に
於
て
現
に
あ
る
が
ま
㌦
の
衆
箇
人
の
相
互
作
用
に
よ
覧
て
新
π
に
集
團
意

　
識
及
び
万
富
心
理
現
象
の
登
生
す
る
場
合
に
付
て
、
即
ち
動
的
或
は
一
貫
適
當
に
云
は
璽
登
生
的

　
に
考
察
す
る
揚
合
に
は
集
幽
意
識
及
び
集
魚
心
理
現
象
は
衆
箇
人
意
識
及
び
其
生
産
物
の
総
計

　
よ
ム
以
上
な
異
な
れ
る
或
物
で
あ
る
、
即
ち
一
種
の
創
造
的
総
合
で
あ
る
と
考
へ
る
が
穏
當
で
あ

　
る
と
患
ぷ
。
要
す
る
に
．
余
の
考
ふ
る
腱
に
よ
れ
ば
、
巌
密
に
云
は
思
完
杢
に
弧
諒
す
る
箇
人
と
云

　
ふ
が
如
き
竜
の
は
現
實
に
は
存
在
し
な
い
。
箇
人
は
何
れ
の
瞬
問
に
於
て
も
過
古
及
び
現
在
の

　
祉
會
生
活
の
形
響
の
下
に
成
育
し
螢
擬
し
て
あ
る
が
如
く
に
な
れ
る
魁
獣
的
生
産
物
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
定
の
瞬
問
に
於
て
新
力
に
雑
誌
意
識
及
び
二
様
心
理
現
象
の
野
生
す
る
揚
合
に
就
て

　
澹
察
す
る
に
激
て
は
、
誉
れ
に
参
加
す
る
各
箇
人
は
焦
れ
夫
れ
遇
古
現
在
の
農
芸
生
活
の
影
響
の

　
．
下
に
獲
得
せ
る
特
定
の
内
容
を
有
す
る
孤
立
せ
る
實
在
物
に
し
て
、
而
し
て
彼
等
の
相
互
作
用
に
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よ
う
て
薪
控
に
集
團
意
識
及
び
集
團
心
理
現
象
が
登
生
し
、
其
の
新
だ
に
登
生
せ
る
集
團
意
識
及

び
集
團
心
理
現
象
は
其
の
煙
塵
に
滲
呈
せ
る
号
令
人
の
特
定
の
内
容
を
総
計
せ
る
竜
の
よ
う
以

上
の
異
な
れ
る
新
し
き
野
物
即
ち
創
造
的
総
合
で
あ
る
。
但
し
此
の
馴
合
に
ょ
う
以
上
と
か
或

は
よ
づ
多
く
と
か
云
ふ
言
葉
を
用
ゆ
る
と
色
々
な
異
論
を
惹
起
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
軍
に
新

し
き
異
な
れ
る
或
物
と
云
ぶ
に
丘
め
て
置
く
が
穏
當
と
思
ぷ
。
余
は
以
上
述
べ
し
が
如
き
意
昧

に
於
て
、
耳
蝉
意
識
及
び
集
團
心
理
現
象
は
早
雪
人
意
識
及
び
其
生
産
物
の
単
純
な
る
総
計
と
は

異
な
れ
る
新
し
き
静
物
と
見
る
の
で
あ
る
。
画
し
て
ヴ
ン
築
の
説
の
翼
意
竜
華
露
に
あ
る
と
考

へ
る
の
で
あ
・
る
。
　
然
ら
ば
集
團
意
識
及
び
集
團
心
理
現
象
を
實
在
的
の
込
の
と
見
る
は
穏
當
で

あ
る
や
否
や
と
云
ふ
に
、
贔
れ
プ
レ
｝
ン
ナ
；
が
ヴ
ン
ト
の
設
に
錦
へ
尤
る
第
三
の
批
評
に
關
す

る
問
題
で
あ
る
。

　
今
此
問
題
は
前
節
に
於
て
述
べ
し
ブ
レ
ー
ン
ナ
F
の
批
評
に
よ
ウ
て
直
ち
に
推
察
さ
れ
る
如

く
つ
ま
り
今
若
概
急
の
如
何
に
よ
り
て
癬
決
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
プ
レ
～
ン
ナ
璽
の

如
く
に
實
在
概
念
を
決
定
す
る
に
於
て
は
集
團
意
識
野
び
心
土
心
理
現
象
は
實
在
的
の
竜
の
と

云
ひ
得
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
亮
で
あ
る
。
同
氏
の
論
ず
る
動
く
普
蓮
の
哲
學
的
用
語
例
に
從
ふ

て
實
在
概
念
を
決
定
す
る
以
上
は
ヴ
ン
｝
の
如
く
事
實
的
敷
験
臼
Φ
蜜
嘗
ぎ
ぼ
ざ
｝
6
≦
巳
ハ
撃
影
ざ
詳
を

　
　
　
　
鶴
購
圃
州
心
理
魏
謙
の
概
念
及
び
山
不
賛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
　
　
　
　
　
　
八
置
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哲
　
　
無
苧
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
七
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
山
ハ

以
て
精
憩
生
活
の
實
在
性
の
尺
度
と
な
す
こ
と
は
穏
當
で
な
い
か
竜
知
れ
な
い
。
宅
凶
罵
察
◎
露
⑦
箕
實

在
性
）
と
≦
葬
外
舅
冨
其
受
験
性
）
と
は
全
く
性
質
を
異
に
す
る
概
念
と
見
倣
さ
ね
ば
な
ら
諏
か
も
知

れ
な
い
。
　
併
し
吾
人
が
特
に
就
會
生
活
に
嘗
て
考
察
す
る
場
合
に
は
、
上
呂
哲
學
的
に
見
れ
ば
實

在
と
云
ふ
之
と
の
患
摩
な
い
竜
の
で
竜
、
魔
物
生
活
上
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
以
上
は
之

を
實
在
と
見
微
さ
ね
ば
な
ら
諏
。
即
ち
弾
倉
生
活
上
敷
心
あ
る
蔦
の
鼠
鐸
斜
頚
で
あ
る
竜
の
は

祇
會
學
上
か
ら
見
て
総
て
之
を
近
在
的
の
も
の
と
見
倣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
紳
話
の

如
き
童
謡
の
如
き
哲
西
的
に
は
實
在
と
認
む
る
こ
と
は
出
來
漁
か
竜
知
れ
ぬ
も
の
竜
鮭
會
學
上

で
は
其
の
醗
會
、
生
活
上
に
及
ぼ
す
事
解
的
影
響
、
事
實
的
数
験
の
上
か
ら
見
て
糊
入
は
之
を
総
て

實
在
と
し
て
取
扱
ふ
て
居
る
の
で
あ
る
。
ル
ボ
シ
冒
Φ
膨
書
や
ソ
レ
膨
鷺
Q
。
琶
な
ど
の
如
く
に
考
ふ

れ
ば
、
歴
増
量
生
活
上
最
勇
重
大
な
る
勢
力
を
有
す
る
竜
の
は
誓
器
♂
塞
や
車
町
ぎ
轍
に
し
て
、
随
ふ
て

坐
れ
等
の
竜
の
は
歴
吏
的
生
活
上
竪
込
實
在
的
の
懲
の
で
あ
る
と
竜
云
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
♪
り
に
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
立
揚
か
ら
考
ふ
れ
ば
最
も
弗
闘
争
餉
「
な
る
込
の
は
悶
蚊
も
事
学
的
敷
験
馳

の
大
な
る
竜
の
で
あ
る
と
も
云
ひ
得
ら
れ
る
と
思
ム
。
し
か
し
余
輩
は
哲
學
上
の
議
論
に
は
敢

て
軍
営
せ
ず
に
．
…
融
會
學
上
で
は
軍
国
生
活
上
に
於
げ
る
事
實
的
数
験
に
よ
ウ
て
箆
矯
學
上
の
實

在
概
念
を
決
定
す
る
は
必
要
で
あ
る
と
考
へ
る
。
假
令
哲
學
上
實
在
蘭
の
懲
の
で
あ
っ
て
竜
、
若
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し
魅
會
生
活
上
何
等
の
影
響
を
竜
及
ぼ
さ
ず
、
何
等
の
敷
駿
を
も
有
し
な
い
も
の
で
あ
ら
ば
．
其
は

趾
會
愛
野
か
ら
見
て
何
等
實
在
の
意
義
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
余
は
祉
會
置
上
で
は

敷
駿
と
實
在
と
は
同
一
親
す
る
或
は
敷
験
を
實
在
の
尺
度
と
す
る
ヴ
ン
撃
の
見
解
を
正
當
と
認

め
．
而
し
て
其
の
意
味
に
於
て
余
は
集
團
意
識
及
び
集
團
心
理
現
象
を
實
在
的
の
も
の
と
考
へ
る

の
で
あ
る
。
・
要
す
る
に
余
は
欝
欝
意
識
や
集
團
心
理
現
象
は
機
能
的
實
在
牢
器
蔦
。
じ
叩
二
戸
窒
ま
属
で
あ

る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
し
が
如
き
理
由
に
よ
う
て
、
余
は
杜
等
等
上
で
は
プ
レ
｝
ソ
ナ
ー
の
批
評
に
封
し
て

大
腸
上
ゲ
ン
ト
の
読
を
辮
点
せ
ん
と
す
る
竜
の
で
あ
る
。
併
し
量
れ
と
同
時
に
上
に
蓮
べ
し
腱

に
よ
う
て
察
知
せ
ら
る
＼
如
く
、
用
語
の
差
異
や
、
哲
學
上
里
は
心
理
學
上
の
見
解
の
差
異
、
更
に
考

察
の
見
地
の
差
異
等
を
除
き
去
り
・
て
維
野
比
に
集
團
意
識
及
び
集
團
心
理
現
象
の
本
質
を
理
解

す
る
に
於
て
は
プ
レ
｝
ソ
ナ
ー
の
説
は
別
に
ヴ
ソ
ト
の
読
に
反
介
せ
る
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
ヴ
ン

ト
の
あ
凌
う
注
意
し
な
か
っ
た
心
と
心
の
相
互
作
用
の
過
程
其
物
を
一
贋
詳
し
く
分
析
し
て
ヴ

ン
ト
の
読
を
補
充
す
る
竜
の
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
つ
嚢
ウ
脛
駿
的
に
集
團
意
識
及
び
集
團
心

理
現
象
の
本
質
を
理
解
す
る
に
於
て
は
實
在
的
集
團
精
紳
読
と
個
人
心
理
説
と
の
問
に
は
根
本

的
に
は
差
墨
ハ
は
な
い
と
老
↓
へ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
纂
園
心
理
現
象
の
概
念
及
び
本
賀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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哲
學
　
研
　
究
　
　
第
セ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
八

　
絡
う
に
プ
レ
喜
ン
ナ
｝
霞
身
の
説
を
批
判
的
に
考
察
し
て
上
述
の
主
意
を
一
章
明
ら
か
に
論

述
し
て
置
か
5
と
思
ぷ
。
前
節
に
於
て
蓮
べ
し
如
く
プ
ン
峯
ソ
ナ
｝
は
種
々
な
る
入
興
の
聞
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
レ
ぼ
ブ
　
ツ
セ

於
て
同
様
な
る
或
は
類
似
せ
る
條
件
の
下
に
あ
う
て
は
同
様
な
る
或
は
類
似
せ
る
雨
脚
が
起
る
」

と
云
ふ
こ
と
を
心
理
生
活
の
根
本
的
事
實
と
し
て
樹
立
し
、
而
し
て
此
根
本
的
事
實
を
根
櫨
と
し

で
一
切
の
単
二
心
理
現
象
の
根
本
的
詮
明
を
試
み
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
其
の
や
＼
詳
し
き
論

説
は
前
節
申
に
述
べ
て
短
い
π
か
ら
鼓
に
は
敢
て
繰
返
さ
な
い
が
、
要
す
る
に
同
氏
の
説
は
つ
ま

・
9
導
師
ギ
ッ
ヂ
ン
グ
ス
先
生
が
以
払
剛
よ
ウ
主
張
さ
れ
て
居
っ
た
「
同
一
の
刺
戟
に
施
す
る
同
翫
橡
の
反

鷹
」
詮
を
や
㌧
異
な
れ
る
言
葉
を
以
て
新
力
に
言
説
す
る
竜
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

し
プ
レ
ー
ソ
ナ
ー
は
別
に
ギ
。
ヂ
ン
グ
ス
先
生
の
詮
の
影
響
を
受
け
て
居
る
と
は
見
識
ず
，
憂
く
ッ

ム
ブ
、
マ
ル
ベ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ザ
｝
リ
ン
グ
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
等
の
心
理
學
上
の
新
實
験
を
基
礎
と
し
て

　
　
　
　
い
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

立
論
し
て
居
る
か
ら
、
氏
は
ギ
ヅ
ヂ
ン
グ
ス
先
生
の
論
を
麗
悪
し
て
居
る
と
云
ふ
よ
う
竜
寧
ろ
他
の

方
面
よ
ウ
し
て
新
だ
に
先
生
の
読
を
確
謹
し
カ
と
云
ふ
．
短
き
で
あ
る
。
し
か
し
て
ギ
ッ
ヂ
ン
グ
ス

先
生
の
「
同
じ
刺
戟
に
序
す
る
同
様
の
反
鷹
」
と
云
ひ
、
叉
プ
レ
書
ソ
ナ
ー
の
「
同
檬
な
る
或
は
類
似
せ

る
至
仁
の
下
に
於
け
る
同
様
な
る
或
は
類
似
せ
る
鰹
験
一
と
云
ひ
、
多
少
言
葉
を
異
に
し
て
居
る
が
、

共
に
心
理
的
生
活
に
於
け
る
同
】
の
根
本
的
軍
事
實
を
云
ひ
表
は
せ
る
竜
の
で
あ
る
乙
と
は
何
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人
で
竜
直
ち
に
承
認
す
る
で
あ
ら
う
と
思
ぷ
。
叉
吾
人
が
集
團
心
理
現
象
を
ど
ん
底
ま
で
突
き

込
ん
で
説
明
せ
ん
と
す
る
揚
合
に
は
膚
か
ら
此
根
本
的
事
實
に
到
着
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
多

く
の
肚
會
空
者
は
之
を
あ
ま
り
に
自
明
な
る
二
黒
で
あ
る
と
考
へ
る
が
盗
め
で
あ
る
か
、
特
に
之

れ
に
注
意
を
梯
ふ
て
居
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
ギ
。
ヂ
ン
グ
ス
先
生
が
始
め
て
之
れ
に
注
意
を
集
申

し
て
漉
會
現
象
の
根
本
的
説
明
痙
験
的
意
殊
に
於
て
）
を
試
み
ら
れ
カ
の
は
實
に
卓
見
で
あ
る
と

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
最
近
に
プ
レ
璽
ン
ナ
奮
が
先
生
と
は
猫
立
に
飼
じ
企
て
を
起
し
愛
の

も
確
か
に
卓
見
で
あ
る
。
併
し
プ
レ
事
ン
ナ
書
は
夫
れ
が
盲
あ
に
ヴ
ン
ト
の
説
を
根
本
的
に
排

斥
せ
ん
・
と
す
る
の
は
穏
當
で
な
い
。
是
に
は
多
分
ラ
イ
プ
チ
ヒ
涙
に
封
ず
る
ゲ
ユ
3
ル
ツ
プ
「
〃

フ
涙
の
威
情
が
混
じ
て
居
る
ど
思
は
れ
る
。
併
し
か
＼
る
事
は
ど
う
で
竜
よ
い
と
し
て
、
今
公
卒

に
考
ふ
る
と
き
は
、
ブ
レ
ー
ン
ナ
｝
の
見
解
は
上
，
に
蓮
べ
し
が
如
き
意
味
に
ヴ
ン
ト
の
見
解
を
禦

す
る
と
何
等
之
れ
と
衝
突
す
る
竜
の
で
な
い
こ
と
が
二
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
余
は

上
に
述
べ
し
が
如
き
意
昧
に
於
て
盤
陀
意
識
及
び
羅
漢
心
理
現
象
を
箇
人
意
識
及
び
其
生
産
物

の
軍
純
な
る
総
計
よ
う
異
な
れ
る
新
し
き
實
在
で
あ
る
と
解
す
る
と
き
は
、
プ
レ
畜
ン
ナ
婁
の
見

解
は
之
れ
に
反
封
ず
る
竜
の
で
は
な
く
し
て
、
吾
人
が
該
實
在
の
登
生
及
び
登
逮
の
過
程
換
言
す

れ
ば
心
と
心
の
相
互
作
用
の
過
程
其
物
を
三
士
に
叉
最
も
根
本
的
に
説
増
せ
ん
と
す
る
に
寝
て

　
　
　
　
集
團
心
理
現
象
の
概
念
及
び
～
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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奮
學
研
兜
　

第
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

當
然
忌
忌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
見
解
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
併
し
ブ
レ
｝
ン
ナ
「
は

彼
の
見
解
よ
ウ
し
て
如
何
に
心
と
心
の
相
互
作
用
の
過
程
が
根
本
的
に
説
明
し
得
ら
る
㌧
か
を

簡
軍
に
示
指
す
る
に
過
ぎ
な
い
で
詳
し
き
研
究
は
紫
だ
試
み
て
居
ら
な
い
．
叉
彼
の
見
解
其
物
竜

按
だ
充
分
に
糖
練
さ
れ
て
居
ら
な
い
。
し
か
し
て
今
窺
同
様
の
見
解
を
最
竜
よ
く
精
練
し
、
且
つ

其
の
見
解
よ
う
し
て
最
も
詳
し
く
心
と
心
の
相
互
作
用
の
過
程
を
究
明
し
て
居
る
の
は
ギ
ッ
ヂ
ン

グ
ス
先
生
で
あ
る
と
思
ふ
。
（
既
閏
題
に
開
し
て
億
殊
に
先
生
の
著
作
謬
曾
幾
6
5
a
a
。
ざ
σ
Q
網
鳩
一
〇
〇
ピ

づ
霧
夕
露
プ
．
。
以
還
頃
翼
（
三
露
蚕
8
下
町
轟
》
お
ま
滲
考
而
も
余
は
先
生
の
見
解
及
び
説
明
に
竜
筒
ほ
種
々

修
正
を
加
ふ
る
必
要
が
あ
る
と
湾
へ
、
之
を
試
み
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
張
れ
よ
ウ
第
六
節

と
し
て
以
上
述
べ
し
余
の
見
解
の
上
か
ら
集
團
心
理
現
象
の
本
質
を
心
と
心
の
相
互
作
用
の
過

程
の
研
究
に
よ
ウ
て
や
、
詳
し
く
論
述
す
る
豫
定
で
あ
っ
た
が
、
編
輯
の
都
合
上
本
雪
交
は
是
非

本
丁
分
を
以
て
完
結
せ
ね
ば
な
ら
諏
こ
と
㌦
な
つ
疫
か
ら
、
已
を
得
ず
、
・
今
回
は
是
ま
で
述
。
へ
來
う

し
如
く
、
今
日
集
團
心
理
現
象
の
本
質
に
了
す
る
二
種
の
主
要
な
る
科
學
的
野
説
た
る
肥
馬
的
集

團
精
紳
説
と
個
入
心
理
説
と
に
。
謁
す
る
余
の
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
に
止
め
．
他
日
題
を
改

め
て
愚
見
の
積
極
的
論
蓮
を
試
み
た
い
と
思
ふ
。
讃
者
諸
氏
之
を
諒
察
せ
ら
れ
よ
。
（
大
正
五
年

八
月
二
十
九
β
）
。


